
定例会(2025年12月)次第 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和7年12月4日(木)　午後7時 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くろべ市民交流センターあおーよ 

 
 
１）会長挨拶 
 
２）経過報告・報告事項 
 
　　11月9日(日)　中山　中止 
　　 
　　11月22日(土)　烏帽子の日 
　　 
3）審議事項 
 
　　①12月6日(土)～7日(日)　忘年会 椚山いろり館　担当 総務 
　　　 ６日　15:00より準備開始～16:30受付～17:00開宴～19:30一次会終了 
　　　 ７日　8:00朝食～9:00解散 
　　　（会費）日帰り3千円、宿泊4千円(寝具希望＋7百円) 

※ビール・ノンアルコールビール・お茶を若干用意はしていますが、飲まれる方は各自ご

用意願います。 
※マイコップ、マイ箸、マイお椀をご持参ください。 
※寝具を希望される方はお釣りのないようお願いします。 
※おつまみなど差し入れ大歓迎！ 
※15時よりおやき作り・鍋の仕込み・火起こし・テーブルの配列など行います。 
参加者(19名) 
　宿泊　堀正幸、芦崎、荻野、川上、川村、佐々木基、広浜、宮寺 
               鍋谷良和(ゲスト参加) 
　日帰　佐々木邦、三日市信、折谷、佐々木隆、澤渡、杉原 
　　　　宝田、田村、橋本、藤谷 

　 
　　②12月14日(日)　小佐波御前山　担当 広浜、澤渡 

[山岳名] 小佐波御前山(754m) 猿倉山森林公園より 
[期日] 2025年12月14日(日) 悪天候時は中止します 
[集合場所]　①黒部市民病院仮駐車場（AM 7:00） 
　　             ②新川文化ホール コメリ側駐車場(AM 7:20) 
[参加費] 車代(山岳会計算による) 
[装備品] 登山靴、ザック、雨具、帽子、手袋、カンジキ、ストック 
　         ヘッドライト、昼食、行動食、飲料水等 
[共同装備] タープ 
[行程]　猿倉山森林公園駐車場 8:00着 8:30出発 8:50 猿倉山(345m)- 
　        10:00 御前山(559m) - 10:30 獅子ヶ鼻(展望良好) - 11:30　小佐波御前山 
　　　山頂広場か小佐波御前小屋(天候により中で昼食) 13:00出発 - 14:30 御前山 　　　
　-15:00～15:30着 森林公園駐車場 15:30発 - 新川文化ホール 16:10着予定 
　　　 黒部市民病院仮駐車場 16:30着予定 

　　 

 



　　③1月11日(日)　新春登山 城ヶ平　担当　宝田、村上 
           別紙参照 
 
　　④1月18日(日)　高落葉山　担当　石田、高澤 
           別紙参照 
 
　　※烏帽子の日　12月27日(土)　会員のみ⇒中止。1月は実施します。 
 
　　※上記以降の山行・イベント　 
　　　・2月7日(土)～8日(日)　雪中テント泊　担当　堀正幸、石田 
　　 
　　　※次回定例会前までに事務局へ計画案を提出して下さい。 
 
4) その他 
     ① 県岳連関連 
          ・11月16日 安全登山講習会 資料(別紙参照) 
          ・ＪＭＳＣＡの第1回安全登山講習 資料(別紙参照) 
               資料URL： 
               https://jma-sangaku.box.com/s/qgt4vz30pzu52l9ydvkum40zkoeofeju 
 
     ② 来年度に向けてのアンケート 
          来年度計画の為に、1月初旬を〆切としたアンケートを実施しますので、 
          事務局から連絡します。自由回答欄も設けますので、どんな事もいいので 
          回答をお願いします。 
  
（次回定例会　令和8年1月8日(木)　午後7時　くろべ市民交流センターあおーよ） 

 

https://jma-sangaku.box.com/s/qgt4vz30pzu52l9ydvkum40zkoeofeju


佐々木基安
村上

佐々木基安

佐々木基安
新川文化ホール

佐々木基安
新川文化ホール



山　　　名

標　　　高 1122 ｍ
距離・累積標高 　　距離：　　　5.3 km　 累積標高差：　（上り）　　　650 650 m
所　在　地
山　行　日
予　備　日

集合場所/集合時間

服装・装備

担　当　者
参　加　費
参　加　者

行　　　程 登　山　口
ルート名

　　登り 3 時間 下り 2 時間 休憩 1 時間 合計 6 時間

登山口到着 8:00
登山開始 8:30
唐木峠 9:30
山頂 11:30

休憩 11:30〜12:30

下山開始 12:30
唐木峠 13:30
登山口 14:30

感想（担当者）

2,500円〜3,500円　決まり次第連絡します

五箇山トンネル（城端側）
唐木峠ルート

高澤、石田

黒部山岳会　7　年度　1　月定例山行（案）

高落場山

富山県南砺市
2026/1/18

m　（下り）　　　

なし
6:00 出発予定
黒部市民病院
冬季日帰り装備
カンジキ、軽アイゼンorチェーンスパイク、（お持ちの方）スコップ



山   名

標   高
距離・累積標高
所 在 地
山 行 日
参 加 者
行   程 登 山 口

ルート名

感想（担当者 川上） 2025年11月22日（いい夫婦の日）今年最後の烏帽子の日 よい天気にめぐまれ

全員で楽しく過ごしてきました。紅葉はすでに終わっておりましたが、ブナ林からの

まばゆい日差しが目に痛かったです。雪化粧した僧ヶ岳・後ろ立山連峰もかがやき

まさしく「こころと体がよろこぶ日」でした。一般参加された方も「楽しかった」

と入会され、来年3周年になりますがもっと大きな輪になってくれれば幸いです。

 烏帽子山頂⇒鋲ヶ岳経由

黒部山岳会  2025年11月25日 烏帽子の日山行記録

 烏帽子の日活動記録

2025年11月22日 曇り・晴れ

 鋲ヶ岳861ｍ 烏帽子山1274ｍ
 活動開始8：15 山頂11：00 休憩 駐車場 14：15

 参加者14名 一般2名（男性 黒部・小杉） 会員12名  担当 滝本・広浜・川上
嘉例沢森林公園



























山のグレーディングについて                   

                公益社団法人日本山岳・スポーツクライミング協会  登山部 
JMSCA ホームページ   https://www.jma-sangaku.or.jp/sangaku/safe_climb/grading/ 

体力や技量に見合った登山を行うための情報として、各地の山域では「山のグレーディング」についての情報を次の

通り提供している。 
登山計画を立てる際など、「山のグレーディング」を参考に、各人の体力・技量など「身の丈にあった」コースを選

んで、より安全で快適な登山をされるように心がけましょう。 
• 秋田県「秋田県の山岳グレーディング」 
• 山形県 「やまがた百名山のグレーディング（やまがた山）」 
• 栃木県 「栃木県 山のグレーディング」 
• 群馬県 「群馬県 山のグレーディング」 
• 山梨県 「山梨 山のグレーディング」 
• 新潟県 「新潟 山のグレーディング」 
• 長野県 「信州 山のグレーディング」 
• 富山県 「山のグレーディング」 
• 静岡県 「山のグレーディング」 

• 岐阜県 「岐阜県山のグレーディング」 
「自分の力量にあった山選び」、これは登山を楽しみ、遭難を防ぐ基本となります。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
登山ルート選びの尺度として知ってもらいたいものとして、体力度（＝体力的負荷）と技術的難

難易度から評価したグレーディングというものがあります。 

楽しく快適に登るため→体力度の低いところから、高いところへ 

安全に登るため  →技術的難易度の低いところから、高いところへ 

基本は体力度、技術的難易度のいずれも順を追ってステップアップしていきます。 

 
登山のグレーディングは日本でも屈指の山岳地帯を有する長野県が登山者の増加に伴い「体力の低下を意識しない

中高年者」や「山の怖さを知らない初心者」が、同県内の急峻山岳におとずれ、遭難増加の一因となっていることか

ら、登山ルートの体力・技術両面からの難易度を評価、情報提供をはじめたもの、現在 10 県、中国九州の２山域で

行われている。（令和６年 4 月時点） 

 

       2024 年都道府県別山岳遭難発生件数 上位２０都道府県 
 山岳遭難事故発生件数２０位までをみるとグレーディング実施の山岳県が９件、人口数１０位
までの都市６都道県、30 位までの都市近郊４県となっています。山岳県並びに都市・近郊都県で
遭難事故が多く発生するとともに、人口が多い都道府県は遭難者の送り出し元となっています。 
１ 長野 ３２１ ２ 北海道１８９ ３ 東京都１８３ ４ 神奈川１８３ ５ 兵庫 １３７ 
６ 山梨 １５２ ７ 富山 １２７ ８ 群馬 １２１ ９ 新潟 １１４ 10 静岡 １１３ 
11 岐阜  ９４  12 滋賀  ７８  13 埼玉  ７３  14 山形  ６９  15 福島  ６６  
16 三重  ６２ 17 栃木  ５８ 18 青森  ５６   19 福岡  ５４  20 大分  ５１ 

 塗り＝グレード実施県   人口 10 位以内  人口数 20 位以内  人口 30 位以内 
 
 JMSCA は日本を代表する山岳団体として他団体とも連携して、各都道府県の代表的な山（体力度１～
５、技術度 A～C程度まで、また遭難事故が発生している山）の１０～２０コースのグレーディングを行
ない、情報提供を進めていきたいと考えています。体力度４～５のコースがない場合はブロックで考える
ことでも良いと思います。             

https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/39872
https://yamagatayama.com/
https://www.pref.tochigi.lg.jp/d04/yama/yama.html
https://www.pref.gunma.jp/01/g3500213.html
https://www.pref.yamanashi.jp/kankou-sgn/shintyaku/grading.html
https://www.pref.niigata.lg.jp/site/opendata/1356812341916.html
https://www.pref.nagano.lg.jp/kankoki/sangyo/kanko/gure-dexingu.html
https://www.pref.toyama.jp/1709/kurashi/sportsleisure/tozan/kj00021724/index.html
https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/kanko/kankoseisaku/1040866/1052256.html
https://www.pref.gifu.lg.jp/page/14382.html
佐々木基安
テキストJMSCA第1回安全登山講習 資料


